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一 

論
説
（
配
点
35
） 

問
一 

解
答
番
号
１ 

正
答
⑤
〔
配
点
４
〕
日
本
人
は
忠
実
に
「
言
葉
の
由
来
を
字
の
種
類
で
書
き
分
け
て
い
る
」
と
い
う
意
味
だ
が
、
文
節
の
係
り
受
け
と
し
て
は
、

「
忠
実
に
」
は
「
書
き
分
け
て
（
い
ま
す
）」
に
か
か
っ
て
い
る
。 

問
二 

 
 (1) 
 

解
答
番
号
２ 

正
答
③
〔
配
点
３
〕
正
し
い
表
記
は
「
由
来
」。
従
っ
て
(b)
「
経
由
」
と
(a)
「
在
来
」
の
組
合
せ
が
正
解
。 

(2) 
 

解
答
番
号
３ 

正
答
⑥
〔
配
点
３
〕
正
し
い
表
記
は
「
密
接
」。
従
っ
て
(c)
「
密
室
」
と
(b)
「
溶
接
」
の
組
合
せ
が
正
解
。 

(3) 
 

解
答
番
号
４ 
正
答
②
〔
配
点
３
〕
正
し
い
表
記
は
「
用
語
」。
従
っ
て
(a)
「
悪
用
」
と
(c)
「
豪
語
」
の
組
合
せ
が
正
解
。 

(4) 
 

解
答
番
号
５ 

正
答
⑤
〔
配
点
３
〕
正
し
い
表
記
は
「
範
囲
」。
従
っ
て
(c)
「
規
範
」
と
(a)
「
包
囲
」
の
組
合
せ
が
正
解
。 

問
三 

記
述
問
題
Ⅰ 

〔
配
点
８
〕
傍
線
部
及
び
そ
の
直
前
の
一
文
か
ら
確
実
に
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、
(1)
韓
国
で
も
「固
有
の
文
字
」以
外
の
漢
字
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は

あ
る
こ
と
、
(1)
し
か
し
そ
れ
は
漢
語
を
表
記
す
る
場
合
の
み
で
あ
る
こ
と
（
日
本
の
よ
う
に
固
有
の
語
彙
を
漢
字
表
記
す
る
こ
と
は
な
い
こ
と
）
、
の
２
点
で

あ
る
。
解
答
例
は
『
韓
国
で
も
漢
字
を
使
用
し
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
韓
国
固
有
の
語
彙
を
漢
字
で
表
記
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
。』

（
48
字
） 

問
四 

解
答
番
号
６ 

正
答
①
〔
配
点
４
〕
傍
線
部
内
の
「
構
成
要
素
の
割
合
」
と
は
「
ヤ
マ
ト
コ
ト
バ
・
漢
語
・
カ
タ
カ
ナ
語
」
の
量
的
比
率
の
こ
と
。
文
脈
か
ら
「
カ 

タ
カ
ナ
語
の
比
率
が
多
く
な
る
」
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
は
明
ら
か
。 

問
五 

記
述
問
題
Ⅱ 

〔
配
点
７
〕
傍
線
部
先
頭
に
あ
る
「
そ
れ
」
の
指
示
内
容
は
、
大
ま
か
に
は
「
漢
語
」
だ
が
、
正
確
に
は
「
あ
る
範
囲
の
漢
語
」
で
あ
り
、
更

に
文
脈
上
、「
あ
る
範
囲
の
漢
語
」
は
「
ヤ
マ
ト
コ
ト
バ
や
カ
タ
カ
ナ
語
（
英
語
表
記
含
む
）
で
は
表
現
で
き
な
い
意
味
」
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

な
お
、
傍
線
部
最
後
の
「
問
題
」
は
「
課
題
」
に
近
い
。
解
答
例
は
『
ヤ
マ
ト
コ
ト
バ
や
カ
タ
カ
ナ
語
で
は
表
現
で
き
な
い
意
味
を
言
い
表
し
て

い
る
漢
語
を
、
正
し
く
理
解
し
ま
た
使
い
こ
な
せ
る
か
ど
う
か
は
日
本
語
に
お
け
る
今
日
的
な
課
題
と
な
り
う
る
、
と
い
う
こ
と
。
』（
78
字
） 

   

<

出
題
文
出
典>

 

大
野
晋
『
日
本
語
練
習
帳
』
岩
波
新
書
（
岩
波
書
店
） 
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二 
随
想
（
配
点
35
） 

問
一 
解
答
番
号
７ 

正
答
①
〔
配
点
４
〕「
イ
メ
ー
ジ
」
と
は
「
そ
の
こ
と
を
聞
い
て
思
い
浮
か
べ
る
映
像
」
の
こ
と
。
そ
の
結
果
が
主
な
役
ど
こ
ろ
と
な
る
。 

問
二 

 
 

(a) 

解
答
番
号
８ 

正
答
③
〔
配
点
３
〕「
勝
気
」
は
「
他
人
に
負
け
ま
い
と
す
る
気
性
」「
負
け
ん
気
」
の
こ
と
。 

(b) 

解
答
番
号
９ 

正
答
⑤
〔
配
点
３
〕「
挙
（
こ
ぞ
）
る
」
は
「
残
ら
ず
集
め
る
」
の
意
。「
こ
ぞ
っ
て
」
は
「
挙
る
」
の
連
用
形
＋
て
。 

(c) 

解
答
番
号
10 
正
答
④
〔
配
点
３
〕
「
嗜
好
」
は
「
好
み
」
の
こ
と
だ
が
、
特
に
「
普
段
か
ら
の
心
が
け
・
積
み
上
げ
」
の
結
果
を
言
う
傾
向
が
強
い
。 

問
三 

 
 (1) 
 

解
答
番
号
11 

正
答
⑥
〔
配
点
３
〕
正
し
い
表
記
は
「
令
嬢
」。
従
っ
て
(c)
「
号
令
」
と
(b)
「
愛
嬢
」
の
組
合
せ
が
正
解
。 

(2) 
 

解
答
番
号
12 

正
答
②
〔
配
点
３
〕
正
し
い
表
記
は
「
因
子
」。
従
っ
て
(a)
「
近
因
」
と
(c)
「
君
子
」
の
組
合
せ
が
正
解
。 

問
四 

記
述
問
題
Ⅲ 

〔
配
点
８
〕
「
盲
点
」
の
比
喩
的
意
味
は
「
案
外
に
、
誰
も
が
見
落
と
し
て
い
る
よ
う
な
点
」
の
こ
と
。
「
案
外
に
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
ど

う
表
現
す
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
解
答
例
は
『
敗
戦
に
よ
る
変
革
・
刷
新
も
あ
る
中
、
美
女
の
基
準
が
旧
態
で
あ
る
こ
と
に
誰
も
違
和
感
を

抱
い
て
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
。
』（
50
字
） 

問
五 

記
述
問
題
Ⅳ 

〔
配
点
８
〕
「
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
」
は
「
戦
後
日
本
の
反
動
化
の
象
徴
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
「
次
の
時
代
の
顔
」
を
選
ば
す
に
「
前
の
時

代
の
顔
」
を
選
択
す
る
あ
た
り
に
既
に
そ
の
兆
候
は
見
え
て
い
た
、
と
い
う
の
が
筆
者
の
主
張
。
解
答
例
は
『
戦
後
の
美
意
識
の
盲
点
は
、
し
か

し
確
実
に
日
本
社
会
の
保
守
・
反
動
化
の
動
き
を
予
兆
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
。
』（
45
字
） 

     <

出
題
文
出
典>

 

寺
山
修
司
『
美
人
ス
タ
ー 

山
本
富
士
子
』（「
書
を
捨
て
よ
、
街
へ
出
よ
う
（
復
刻
版
）」
所
収
） 
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三 

語
句
・
文
法
（
配
点
30
） 

問
一 

  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
   

 
 
 
 
  
 
 
  
  

(1) 
解
答
番
号
13  

正
答
③
〔
配
点
３
〕「
好
事
家
」
が
「
こ
う
ず
か
」
と
読
ん
で
、
も
の
好
き
、
特
に
変
わ
っ
た
物
事
を
好
む
人
の
こ
と
を
言
う
。 

(2) 

解
答
番
号
14 

 

正
答
①
〔
配
点
３
〕「
弾
」
は
「
指
弾
」、「
劾
」
は
「
罪
を
あ
ば
い
て
取
り
調
べ
る
」
の
意
。 

(3) 

解
答
番
号
15 

 

正
答
⑤
〔
配
点
３
〕「
向
こ
う
に
回
す
」
は
「
は
り
あ
う
・
対
抗
す
る
」
の
意
。「
向
こ
う
を
張
る
」
と
も
。 

問
二  (1) 

解
答
番
号
16  
正
答
④
〔
配
点
３
〕
真
言
宗
の
開
祖
で
あ
る
弘
法
大
師
（
空
海
）
は
能
書
家
で
も
あ
り
、
そ
の
高
い
技
術
は
筆
を
選
ば
な
か
っ
た
。 

(2) 

解
答
番
号
17 

 

正
答
③
〔
配
点
３
〕
彼
岸
は
春
分
の
日
、
秋
分
の
日
を
は
さ
ん
だ
前
後
３
日
の
期
間
を
言
う
。
彼
岸
と
は
「
向
こ
う
の
世
界
」
の
意
。 

(3) 

解
答
番
号
18 

 

正
答
②
〔
配
点
３
〕
男
女
の
結
び
つ
き
は
不
思
議
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。「
縁
は
異
な
も
の
味
な
も
の
」
と
も
。 

問
三 

(1) 

解
答
番
号
19  

正
答
④
〔
配
点
３
〕
晴
れ
た
日
に
は
耕
し
、
雨
の
日
に
は
読
書
を
す
る
よ
う
な
自
由
な
生
活
の
こ
と
。 

(2) 

解
答
番
号
20 

 

正
答
②
〔
配
点
３
〕
功
績
の
あ
る
者
に
は
賞
を
与
え
、
罪
を
犯
し
た
者
は
必
ず
罰
す
る
こ
と
。「
信
」
は
「
約
束
ど
お
り
」
の
意
。 

(3) 

解
答
番
号
21 

 

正
答
①
〔
配
点
３
〕
事
情
が
分
か
ら
ず
ど
う
し
て
よ
い
か
困
惑
す
る
こ
と
。「
五
里
霧
」
は
五
里
四
方
が
霧
に
包
ま
れ
て
い
る
状
態
。 

(4) 

解
答
番
号
22 

 

正
答
⑤
〔
配
点
３
〕
（
男
性
の
）
顔
立
ち
が
非
常
に
整
っ
て
お
り
き
れ
い
で
あ
る
こ
と
。「
眉
」
は
「
ま
ゆ
」。 
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〈
記
述
問
題
採
点
基
準
〉 

一 
論
説 

 

問
三 

記
述
問
題
Ⅰ
〔
配
点
８
〕 

 
 

(1) 

「
韓
国
で
も
漢
字
を
用
い
た
時
期
は
あ
っ
た
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
て
【
最
大
部
分
点
⑤
】 

(2) 

し
か
し
漢
字
を
用
い
て
韓
国
固
有
の
文
字
を
表
記
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
え
て
【
最
大
部
分
点
③
】 

問
五 

記
述
問
題
Ⅱ
〔
配
点
７
〕 

 
 

(1) 

「
そ
れ
」
の
指
示
内
容
で
あ
る
「
あ
る
範
囲
の
漢
語
」
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
説
明
で
き
て
い
て
【
最
大
部
分
点
④
】 

(2) 

ど
う
い
う
事
柄
が
「
今
日
の
問
題
」
に
該
当
す
る
か
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
て
【
最
大
部
分
点
③
】 

 

二 
 

随
想 

 
 
 
 
 
 

問
四 

記
述
問
題
Ⅲ 

〔
配
点
８
〕 

(1)
「
盲
点
」
の
比
喩
的
意
味
を
「
誰
も
が
見
逃
し
て
い
た
」
と
い
う
構
文
で
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
て
【
最
大
部
分
点
③
】 

(2) 

戦
後
の
日
本
人
が
見
逃
し
て
い
た
も
の
は
何
か
が
的
確
に
説
明
で
き
て
い
て
【
最
大
部
分
点
⑤
】 

問
五 

記
述
問
題
Ⅳ 

〔
配
点
８
〕 

(1) 

「
予
言
さ
れ
て
い
た
も
の
」
は
何
な
の
か
を
的
確
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
て
【
最
大
部
分
点
④
】 

(2) 

筆
者
が
言
う
「
時
代
の
運
命
」
に
つ
い
て
要
領
よ
く
出
題
文
の
趣
旨
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
て
【
最
大
部
分
点
④
】 

 
 
 
 
 
 
 
 

＊
傍
線
部
文
の
表
面
的
意
味
を
な
ぞ
っ
た
の
み
の
解
答
は
② 

 


